
66、
6
7

無
　
其
　
段

友
6
8
．
歩
婿
齊
鼎

69

樫
零
7
0

共
　
王

7172

公
素
心
鼎
．

長
　
由
　
盃

三品

73．

Z
四
鼎
一

747576777879808182

利

征
衛
夷

丈
様
・
字
体

丈
様
・
字
偉

懲
王
（
生
称
）
、

井
白

穆
王
（
生
称
）

⑳

　
沼
王
（
祀
の
離

鼎　
象
）

　
井
伯

　
　
　
　
　
⑳

　
壬
荘
岡
般
宮

　
や
　
セ
　
ロ

　
ゴ
ノ
イ
　
　
ぞ
が

鼎　
　
　
　
　
⑳
⑳

　
王
客
発
露
宮

師
　
虎
　
段

豆
　
閉
　
敲

師
毛
父
殴

師
杢
父
鼎

走
趙
曹
鼎
二

井
伯
、
内
史
呉
⑳
⑳

芥
伯

弁
伯

司
馬
井
伯

作
冊
呉
方
弊
国
作
燈
呉

師
遽
方

⑳⑳⑳

　
鳥
井
伯
　
＠

離
鷲
・
…
⑳

　　

@　

@…
S

煮
∴
⑳
⑳

属
王濾共共共．共共共共共共穆穆穆王　王王王王王王王　王王・王王王

表
2
、
群
塊
番
号
表

①
2
7
1
1
1
9
2
0
明
保
・
明
公
　
②
3
4
5
伐
商
　
　
③
3
6
周
公
　
④
4

↓
4
3
康
侯
　
⑤
5
1
5
1
9
矢
令
　
⑥
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
伐
東
夷
東
或

⑦
8
1
6
1
7
1
8
5
8
白
愁
父
　
　
⑧
9
1
2
3
0
越
　
　
⑨
1
0
4
5
潅
公
　
⑩
1
1
1
3
↓
4
8

魯
侯
　
　
⑪
1
3
1
4
1
5
伐
楚
　
⑫
1
5
3
1
3
7
王
姜
　
⑬
1
5
1
6
九
月
在
炎
　
⑭
5

15
I9

ｫ
4
9
丁
公
・
父
丁
・
祖
丁
　
⑯
1
6
2
5
2
6
2
9
召
・
畢
公
↓
2
6
2
7
2
8
櫨
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
の

伯
・
櫨
中
　
⑯
2
0
2
1
幸
干
成
周
　
⑰
2
2
2
3
3
7
4
6
4
9
↓
5
0
大
保
・
召
公
爽

⑱
2
2
2
4
↓
5
2
匿
・
匿
侯
　
　
⑲
3
0
3
1
王
在
津
　
　
⑳
3
2
3
7
来
干
宗
門
↓
3
3
寒

干
成
周
　
⑳
3
5
3
6
在
新
邑
　
⑫
5
2
5
3
5
3
召
伯
父
辛
　
⑳
4
1
5
6
5
7
6
5
栄

⑳
5
8
補
1
1
1
中
　
⑳
補
1
1
1
6
0
6
1
伐
南
夷
　
⑳
7
0
7
3
7
4
7
5
7
6
7
7
7
8
7
9
井
伯

⑳
7
5
8
1
呉
　
⑳
7
4
8
2
利
　
⑳
8
2
8
3
補
2
師
遽
　
⑳
8
0
8
3
8
5
周
新
宮

⑳
8
7
8
8
8
9
9
0
免
　
　
⑫
8
7
8
9
9
1
細
論
　
　
⑳
8
7
9
2
周
師
　
　
⑧
9
3
9
4
9
5
司
馬

餓
　
⑳
9
3
9
6
師
農
　
⑳
9
5
9
7
9
8
史
書

二
　
印
文
陶
の
問
題

腰

縄
　
奈
　
夫

　
歩
燥
章
「
関
於
東
南
地
区
幾
何
印
紋
三
時
代
的
初
歩
探
測
」
　
（
考
古
学
報
、

一
九
五
八
、
一
、
七
五
一
八
五
頁
）
に
最
近
の
研
究
段
階
に
お
け
る
中
国
学
者

の
印
文
言
の
問
題
に
関
す
る
考
え
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
紹
介
し
、
多

少
補
足
す
る
形
で
印
文
陶
の
研
究
状
況
の
紹
介
と
し
た
い
。
紙
薦
の
都
合
で
、

長
江
、
銭
三
江
流
域
に
地
域
を
限
り
、
福
建
、
広
東
の
方
面
は
別
の
機
会
に
ゆ
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新繊西周金文編年の諸問題（伊藤）

撚
　
王

…
8
3
配
遽
段
蓋
繁

　
　
　
　
　
　
　
一
－

　
　
（
補
2
）
　
　
盆
齢
師
遽

　
　
　
　
　
　
　
　

84

A
牧
馬
受
鹸
蓋
一

8586

酪
・
孝

　
　
　
8
7

｛

罫
璽
⑳
⑳

　　

@
遍

薬
湯
父
鼎
主
在
周
鷲
宮

匡免

8
8
・
免

8990

免免

91

出冊
ノ毯

929394

守
　
導

師
　
漁

師
　
愈

95
翼』

課

9697
・
9
8

大
師
盧

揚一
察

…

由
撚
王
（
生
称
）

⑳

　
　
　
　
　
瑠
⑳

三
井
叔
、
周
師

　一　
　
　
　
　
…
⑳

蟹
司
彙

尊語

諛
S
⑫

　｝　
　
　
　
　
　
⑳

盤殴殺豆段段鼎字解史一一内一一師～主旬一〃．一王画一ノes一顧蚊癒一

光　史農一日　 准繕師）井
　史　 剃餓　　周嬢　　叔
　先　　師内　　師　　 （

　　　象史　　象　　 篁

　　　窩晃　　喜　　 井

（SfitT”op　一’＠　＠　＠　＠　＠

　　　＠　 ＠

鎌潴
王王

鑑
王．

鎌
王

一・
恭
王
　
．
共
王

鑑撚
王

夷
王

、
眠
草
　
置
月

撚
王

勢
王

孝
王

孫
選

一
一

華
王

．
属
専

属
王

…
夷
王

夷
二

丁
王

　　　　．　　t　　　t　t　　　t　　　　　　　r　　一一
tt

夷
王
翼
王

閥
王

二
王
　
属
王

鱗
王
　
属
王

腐
王
　
爽
王

顧
王

炎
王

ず
る
。

鯛
　
分
　
布

　
歩
燥
章
（
8
0
）
　
〔
以
下
（
　
）
内
の
数
字
は
末
尾
参
考
文
献
の
番
号
を
指
す
〕

に
よ
る
と
、
印
文
陶
は
一
九
一
四
一
五
年
広
東
南
海
県
南
越
文
王
家
で
初
め
て

発
見
さ
れ
た
と
い
う
が
、
そ
の
墓
の
こ
と
を
廻
し
た
順
守
「
広
東
古
代
木
刻
文

堂
丁
㎞
録
一
仔
」
　
（
放
轟
肖
三
重
紬
恥
、
創
刊
聞
万
、
　
一
九
鷺
一
　
一
、
　
五
五
一
⊥
ハ
ゴ
一
｝
貝
）
　
に
は
吻
圏

器
と
あ
る
だ
け
で
印
交
陶
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
い
。
一
九
三
五
年
以
後
常
州

奄
域
、
金
山
衛
、
杭
州
古
蕩
（
老
和
山
）
な
ど
い
ぐ
つ
か
の
印
交
陶
遺
蹟
が
衛

聚
賢
ら
呉
越
山
地
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
こ
れ
が
呉
越
の

文
化
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
に
わ
か
に
人
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（
！
1
7
）
。
解
放
後
発
見
さ
れ
た
遺
蹟
の
数
は
お
び
た
だ
し
く
、
そ
の

華
中
に
お
け
る
分
布
は
大
凡
次
の
ご
と
く
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　
安
徽
省
長
江
め
北
で
は
肥
東
耀
城
、
大
城
頭
、
大
陳
徽
、
長
江
の
南
で
は
当

塗
天
子
墳
、
績
漢
初
家
村
（
5
5
）
、
安
題
下
盤
山
（
5
0
）
、
そ
の
附
近
（
6
2
）
。
江
蘇

省
で
は
長
江
沿
い
に
南
京
城
内
の
陰
陽
営
（
7
9
）
、
城
外
の
鎖
金
村
（
5
8
）
、
安
懐

村
（
7
6
）
、
そ
の
他
（
2
1
、
6
7
）
、
燕
子
磯
誠
実
村
、
江
北
の
隅
山
、
三
州
鳳
鳳
河

（
5
1
、
6
4
）
、
丹
徒
の
大
港
等
（
2
5
、
2
9
、
4
4
、
5
0
、
7
2
、
7
5
）
、
計
五
七
ケ
所
。

秦
准
河
沿
い
に
湖
熟
を
中
心
と
し
て
老
鼠
骸
な
ど
（
9
）
四
〇
ケ
所
。
太
湖
沿
岸

に
宜
興
高
膣
、
無
錫
山
山
（
3
5
）
、
仙
三
嘆
（
1
5
）
、
そ
の
他
（
7
3
、
8
3
）
、
呉
県
越

城
（
5
）
、
金
偏
壊
（
4
3
）
、
唯
享
、
そ
の
他
（
6
1
、
7
3
）
。
呉
帯
同
里
（
2
7
）
そ
の
他

（
2
3
、
2
8
）
計
三
〇
ケ
所
。
江
蘇
省
西
南
部
で
は
漂
陽
社
渚
附
近
供
店
等
三
ケ
所

（
3
9
）
。
そ
の
ほ
か
社
渚
（
8
0
）
、
無
錫
潭
山
（
4
2
）
、
そ
の
他
（
3
5
、
3
7
、
7
3
、
8
5
）

に
は
印
文
硬
陶
を
出
す
墓
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
（
1
1
、
1
2
、
2
6
、
6
8
、
7
4
）
い
く
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つ
か
の
遺
蹟
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
漸
江
省
で
は
呉
興
銭
上
議
（
4
1
）
、
杭
州
老

和
山
（
1
、
7
、
2
2
）
、
鹸
…
杭
兆
子
里
、
石
瀬
鎮
（
2
2
）
、
そ
の
他
除
挑
茅
湖
、
そ

の
他
（
6
5
）
、
嘉
興
墜
橋
（
2
2
、
3
1
、
3
2
）
、
そ
の
他
（
8
4
）
、
武
康
紅
軍
嶺
（
2
2
）
、

温
州
羅
浮
山
（
4
9
）
、
そ
の
他
（
1
3
）
、
瀟
山
導
浦
、
そ
の
他
（
3
0
、
7
1
）
、
紹
興
溜

渚
（
3
3
、
4
6
、
5
5
、
6
7
）
、
寧
波
（
3
7
）
、
上
機
。
ほ
か
に
も
（
1
8
、
2
2
、
4
7
、
6
6
）

い
く
つ
の
遺
蹟
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
江
西
省
は
清
江
樟
樹
鎮
を
中
心
に
三
十

余
ケ
所
の
遺
蹟
が
発
見
さ
れ
て
い
る
（
8
、
2
0
、
2
4
、
3
4
、
6
0
）
。
湖
南
省
で
は

長
沙
（
5
4
、
5
9
）
、
平
江
別
江
（
8
1
）
、
湖
北
省
で
は
折
春
易
家
山
（
4
5
）
、
そ
の
他

（
4
6
）
、
黄
披
粋
家
湾
（
8
2
）
、
京
山
藁
家
嶺
、
司
馬
河
そ
の
他
（
1
6
、
1
7
）
、
漢
口

戴
家
山
（
4
0
）
な
ど
に
分
布
す
る
。
こ
の
文
化
の
内
容
、
性
質
、
起
源
、
年
代
な

ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
、
次
に
呉
体
的
な
資
料
を
記
す
。

二
　
台
形
遣
蛙
丈
化
と
印
丈
陶

　
安
徽
省
北
部
の
瓦
埠
湖
、
姜
家
湖
、
城
西
湖
周
辺
、
南
京
附
近
強
襲
河
沿
岸
、

漸
江
省
の
太
湖
周
辺
な
ど
に
円
な
い
し
楕
円
形
の
丘
の
上
に
立
地
し
た
一
種
の

文
化
が
あ
る
。
農
業
、
家
畜
飼
養
と
共
に
狩
猟
、
漁
携
も
盛
に
行
っ
て
い
る
中

原
地
域
の
罷
山
・
仰
翻
系
の
塩
化
で
あ
る
（
1
4
、
六
八
頁
以
下
・
7
7
参
照
）
。
瓦

埠
湖
周
辺
の
遺
蹟
に
は
印
文
陶
は
な
い
が
、
そ
の
他
の
遣
蹟
で
は
こ
れ
が
出
土

す
る
。
印
文
陶
に
は
灰
色
な
い
し
赤
色
の
土
器
質
の
焼
き
の
雌
花
と
、
陶
質
の

区
議
が
あ
る
。
若
干
の
発
掘
例
に
よ
っ
て
、
下
層
は
印
文
貸
馬
を
伴
い
、
上
厨

に
向
っ
て
硬
陶
が
増
加
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
例
を
あ
げ
る
と
、

　
ω
　
丹
徒
大
港
葛
村
癩
蕪
鐵
（
7
5
）
、
擾
乱
さ
れ
た
表
土
を
除
き
、
遺
物
を
あ

ま
り
含
ま
な
い
五
花
器
土
を
中
間
に
挾
ん
で
上
下
両
暦
に
分
け
ら
れ
る
。
両
層

と
も
爽
砂
紅
陶
を
主
と
し
、
印
文
頭
陶
を
含
む
こ
と
は
共
逓
だ
が
、
扁
諸
式
の

三
足
器
、
黒
皮
陶
は
下
層
の
み
に
あ
り
、
陶
質
の
印
交
渉
陶
は
驚
動
の
み
か
ら

出
る
。
印
文
軟
陶
に
は
罐
、
段
、
尊
、
轄
が
あ
り
、
蝉
騒
に
は
青
銅
葬
器
の
も

の
に
似
た
雷
文
、
編
織
文
が
あ
る
。
硬
陶
に
は
薄
く
粕
を
か
け
た
も
の
も
あ
り
、

大
甕
、
罐
、
甑
、
尊
、
皿
な
ど
無
難
潭
出
の
春
秋
戦
国
墓
か
ら
出
る
の
と
同
様

な
掘
形
が
あ
り
、
雷
文
、
解
文
、
編
竪
文
を
察
す
る
。

鴛

1鰻滝壷冒1．騨℃野選；六

二文軟陶の交様

　
②
　
南
京
太
平
門
外
鎖
金
村
（
5
8
）
、
擾
乱
さ
れ
た
層
に
印
文
硬
陶
、
六
朝
の

遺
物
が
あ
る
ほ
か
、
純
一
な
文
化
層
が
認
め
ら
れ
る
。
焼
土
面
、
竈
跡
が
あ
り
、

住
居
肚
で
あ
る
。
泥
質
の
赤
、
灰
色
の
印
文
章
陶
と
共
に
黒
陶
、
泥
質
、
砂
質

の
紅
、
灰
陶
の
罐
、
盈
、
碗
、
豆
、
盤
、
鼎
、
扇
、
顧
が
出
土
七
、
石
斧
、
有

孔
石
斧
、
石
面
、
石
鎌
、
石
工
、
石
刀
、
石
鎌
、
骨
角
器
な
ど
が
あ
り
、
未
擾

乱
の
文
化
暦
の
基
底
部
か
ら
股
の
も
の
に
相
近
い
青
銅
製
の
鎌
、
刀
子
、
釣
針
、
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2陶豆：

4陶罐

6陶甕

／陶尊

3三社

5陶額

～量，
1

識
黙

印女罫笏の警罰題　（林）

鍮
畿

　
　
5

モ
お
ち
ま

識
講

江蘇旧臣錫山公園出土印文陶

ス
ラ
ッ
グ
が
嵐
て
い
る
。
印
丈
硬
陶
、
軍
器
軟
陶
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
土
器
な

ど
、
癩
竈
激
と
全
く
同
じ
だ
と
い
う
。
回
覧
軟
陶
を
伴
う
遺
蹟
の
標
準
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
南
京
城
内
の
北
陰
陽
営
に
も
同
様
な
遺
物
を
出
す
文
化
暦
が
あ
る
（
7
9
）
。
す

な
わ
ち
江
蘇
北
部
の
青
即
下
の
も
の
と
網
似
た
彩
陶
を
伴
う
墓
地
層
の
上
に
印

丈
軟
陶
、
青
銅
鐡
を
出
す
同
様
な
文
化
層
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
少
量
の
印
交
硬

陶
を
伴
出
し
て
い
る
。

　
同
様
な
印
文
典
陶
を
伴
う
交
化
、
お
よ
び
難
文
硬
陶
と
の
層
位
関
係
は
南
京

安
懐
村
（
7
6
）
、
鍵
盤
附
近
（
9
）
、
揚
州
附
近
鳳
鳳
河
（
6
4
）
、
南
京
中
央
門
外
小

市
（
6
7
）
、
無
能
仙
嘉
徳
（
1
5
）
、
錫
山
公
園
（
3
5
）
、
呉
興
銭
山
濃
（
4
1
）
、
江
西
清

江
営
盤
黒
（
6
0
）
な
ど
に
も
知
ら
れ
る
。

三
、
春
款
戦
国
時
代
の
墓
と
幾
何
印
文
硬
陶

　
台
形
遺
祉
の
上
層
に
は
普
遍
的
に
印
三
三
陶
が
あ
る
こ
と
は
前
に
記
し
た
ご

と
く
で
あ
る
。
江
蘇
、
北
江
各
地
で
は
そ
れ
以
外
の
多
数
の
遺
蹟
か
ら
も
発
見

さ
れ
て
い
る
。
漂
陽
社
渚
附
近
の
丘
陵
上
に
遺
蹟
が
多
い
が
、
そ
の
中
に
印
文

硬
陶
を
伴
5
墓
が
新
石
器
時
代
の
文
豊
潤
に
掘
り
こ
ん
で
作
ら
れ
て
い
る
例
が

あ
る
。
中
に
晦
に
獣
頭
を
つ
け
た
春
秋
戦
国
の
作
風
の
七
首
、
銅
剣
、
戦
国
時

代
の
鏡
な
ど
を
伴
う
も
の
が
あ
る
（
8
0
）
。
印
文
硬
陶
は
雷
文
、
編
織
交
な
ど
を

印
し
た
額
、
罐
、
尊
な
ど
で
あ
る
。
同
様
な
印
交
硬
陶
は
蘇
州
の
木
酒
五
峰
山

（
2
8
）
、
無
錫
の
嘩
山
、
栄
巷
、
藝
圃
、
堵
門
鎮
（
4
2
、
7
3
）
か
ら
も
出
土
し
、
無

錫
で
は
茶
色
の
紬
を
薄
く
か
け
た
豆
を
伴
う
。
こ
の
紬
豆
は
技
法
、
器
形
上
丹

徒
煙
働
…
山
の
青
銅
器
（
1
9
、
3
6
）
に
伴
っ
た
軸
豆
と
近
く
、
こ
れ
ら
の
墓
の
時
代

が
そ
う
降
ら
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
現
在
華
中
分
春
秋
戦
国
墓
で
は
紹
導
爆
渚
附
近
の
戦
国
墓
（
4
7
、
5
7
）
A
揚
州

鳳
寒
河
遣
蹟
の
戦
国
墓
（
6
4
）
、
江
蘇
省
四
一
四
工
地
の
戦
国
墓
（
3
7
）
、
長
沙
沙

湖
A
・
M
三
六
号
戦
国
墓
（
5
9
）
な
ど
か
ら
印
文
硬
陶
が
出
て
お
り
、
こ
れ
は
台

形
遺
祉
上
膚
の
も
の
と
同
様
の
土
器
で
あ
る
。
印
文
筥
陶
が
春
秋
戦
国
時
代
の

も
の
で
あ
り
、
広
く
一
．
毅
に
日
常
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、
漢
代
の
墓
、
窟
阯
と
幾
何
印
丈
硬
陶

　
漢
時
代
の
墓
で
は
典
型
的
な
漢
時
代
の
遺
物
に
伴
っ
て
印
文
硬
陶
が
出
る
。

す
な
わ
ち
草
江
省
の
紹
興
鴻
渚
（
5
5
）
、
寧
波
祖
関
山
（
3
8
）
、
江
蘇
省
の
無
錫
、

蘇
州
、
解
文
、
湖
南
省
長
沙
（
5
4
）
な
ど
が
あ
り
、
紹
興
滴
渚
の
漢
中
頃
か
ら
後

漢
來
頃
と
さ
れ
る
第
二
類
の
墓
か
ら
出
る
詩
文
硬
陶
の
焼
き
は
、
戦
国
宋
か
ら
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前
漢
時
代
の
第
一
類
の
墓
か
ら
出
る
も
の
よ
り
火
度
が
低
く
、
煉
瓦
色
を
呈
し

て
い
る
。

灘懇：口紅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　難

購
繋

灘
灘

・嚢心妻郷
、
灘
灘

灘

紹興lww“漢墓出土印文墨

　
窟
肚
は
三
江
省
薫
山
県
進
化
区
に
三
ヵ
所
発
見
さ
れ
（
7
1
）
、
米
字
文
、
・
方
格

丈
な
ど
の
幾
何
学
文
を
印
し
た
硬
陶
が
大
量
に
堆
積
し
て
い
る
。
表
面
に
青
黄

色
の
粕
を
薄
く
か
け
、
戦
国
の
も
の
よ
り
硬
度
が
高
い
。
こ
れ
は
青
磁
と
い
う
こ

と
が
で
言
、
硬
陶
か
ら
青
磁
に
発
展
す
る
中
間
の
一
段
階
の
標
本
と
言
い
う
る
。

五
、
重
文
陶
と
関
係
の
あ
る
文
化
の
性
格
と
年
代

　
印
直
貼
陶
を
伴
う
台
形
遺
肚
文
化
の
輝
々
は
湖
、
河
に
近
い
丘
の
上
に
住
み
、

住
居
は
竪
穴
で
、
そ
の
内
側
は
焼
い
て
焼
土
面
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
農
業
、

漁
猟
を
行
い
、
紡
錘
車
で
糸
を
紡
い
で
衣
服
を
造
り
、
有
孔
石
斧
、
路
肩
鐘
、

有
段
鋳
、
石
刀
、
石
鎌
、
石
矛
、
石
鑛
な
ど
主
と
し
て
石
製
の
利
器
を
用
い
、

土
器
は
紅
野
獣
を
主
と
し
、
印
尊
書
も
若
干
作
っ
て
い
る
。
こ
の
文
化
は
地
方

色
を
十
分
も
つ
て
い
る
が
、
中
原
地
域
の
青
銅
器
文
化
の
影
響
も
受
け
て
い
る
。

南
京
鎖
金
村
の
擾
乱
さ
れ
な
い
層
で
は
、
股
、
周
初
の
様
式
を
も
つ
た
青
銅
製

の
刀
子
、
鍛
が
こ
の
文
化
の
遺
物
に
伴
出
し
、
藻
陽
社
渚
の
こ
の
丈
化
か
ら
は

胡
の
長
い
青
銅
文
を
模
し
た
石
父
（
7
7
図
版
二
、
9
）
が
出
て
い
る
。
印
文
軟

陶
の
器
形
に
は
青
銅
器
の
敲
、
尊
、
曇
を
ま
ね
た
も
の
が
あ
り
、
雷
文
も
銅
器

を
ま
ね
た
も
の
で
あ
る
。
丹
徒
大
港
煙
激
山
の
墓
か
ら
西
周
の
康
王
時
代
の
銘

を
も
つ
た
殴
と
一
所
に
出
た
灘
南
（
3
6
、
図
版
7
）
は
丹
徒
葛
村
（
7
5
、
図
版

二
、
1
0
）
、
南
京
鎖
金
村
（
5
8
、
図
版
五
、
4
）
、
揚
州
附
近
鳳
團
河
遺
蹟
（
6
4
、

図
版
七
、
2
）
な
ど
の
懇
懇
と
全
く
同
じ
形
で
あ
る
。
ま
た
離
離
葛
村
癩
電
鍵

の
こ
の
文
化
に
伴
う
黒
皮
陶
の
形
は
周
代
の
豆
、
尊
、
皿
、
盆
な
ど
と
似
て
い

る
。
股
末
、
周
初
の
中
原
の
青
銅
器
が
こ
の
地
に
も
た
ら
さ
れ
、
陰
陽
営
、
鎖

金
村
、
安
懐
村
の
未
擾
乱
層
そ
の
他
の
遺
蹟
か
ら
も
多
く
銅
の
ス
ラ
ッ
グ
が
出

る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
こ
の
地
で
青
銅
器
鋳
造
が
行
わ
れ
出
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
中
原
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
青
銅
容
器
の
三
三
、
交
様
が

こ
の
文
化
の
土
器
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
大
い
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。

　
印
文
硬
陶
を
伴
う
文
化
が
春
秋
戦
国
時
代
に
当
る
こ
と
は
前
述
の
ご
と
く
で

あ
る
。
石
器
も
前
代
に
引
つ
づ
き
同
様
な
も
の
が
使
わ
れ
る
が
、
分
量
は
減
ず

る
。
農
業
、
狩
猟
、
漁
携
も
相
変
ら
ず
盛
に
行
わ
れ
る
。
印
文
陶
に
も
前
代
の

伝
統
が
つ
づ
い
て
い
る
が
、
器
形
に
は
同
時
代
の
青
銅
器
を
模
し
た
形
が
行
わ

れ
、
焼
成
火
度
も
高
く
な
り
、
技
術
の
進
歩
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
地
域
は
呉
越

の
領
域
内
で
、
そ
の
時
代
中
原
地
域
と
の
交
渉
が
頻
繁
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
然

中
原
の
銅
器
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
筆
舌
は
大
凡
右
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。

　
水
野
清
一
先
生
は
（
7
7
、
三
四
－
八
頁
）
印
層
厚
陶
が
西
周
、
ま
た
股
に
遡

る
こ
と
も
可
能
と
考
え
、
そ
う
考
え
る
と
長
江
流
域
の
単
文
陶
が
股
文
化
の
影

響
に
よ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
。
近
時
発
掘
の
郵
券
で
は
、
股
時
代
、

と
く
に
二
里
岡
期
の
印
綿
が
畔
豆
か
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
そ
の
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印交陶の閥題（林）

羽
状
交
を
全
面
に
施
し
た
紅
褐
色
の
小
壼
、
雷
文
を
金
面
に
し
た
粘
陶
壷
は
印

文
筆
の
源
流
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
無
錫
栄
巷
の
墓
の

印
文
硬
陶
に
伴
っ
た
紬
肥
豆
は
長
安
普
渡
村
、
洛
陽
老
城
区
、
丹
薄
煙
…
敷
山
の

西
周
壁
の
も
の
に
近
い
が
、
や
や
相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
西
周
後
期
か
東
周

前
期
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
尊
も
銅
器
の
尊
か
ら
出
た
形
と

し
て
西
周
ご
ろ
と
認
め
ら
れ
、
羽
状
刻
文
の
倉
は
晩
周
の
盗
に
一
致
し
、
獣
形

の
耳
も
戦
国
銅
器
の
装
飾
を
思
わ
せ
る
こ
と
な
ど
を
観
察
し
、
印
文
硬
陶
は
春

秋
、
呉
越
時
代
（
七
四
九
三
i
三
三
四
）
に
盛
時
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
現
在
我
々
が
知
り
う
る
限
り
の
資
料
を
商
量
す
る
に
、
界
懊
章
、
水
野
先
生

の
考
え
は
ほ
ぼ
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
印
文
勢
の
現
れ
な
い
前
に
華
中
に
龍
山

系
の
文
化
が
拡
が
っ
て
い
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
こ
の
文
化
に
は
華
中
各

地
で
様
々
の
地
方
形
が
あ
り
、
ま
た
十
分
明
か
で
な
い
点
も
多
く
、
い
ま
こ
れ

に
つ
い
て
く
わ
し
く
考
察
す
る
余
裕
を
も
た
な
い
。
し
か
し
こ
の
文
化
に
中
原

地
域
の
股
文
化
の
影
響
が
加
わ
っ
た
も
の
が
印
文
獄
官
を
伴
う
文
化
で
あ
る
こ

と
に
は
疑
い
な
い
。
水
野
先
生
は
印
文
軟
陶
の
印
交
が
股
の
う
ち
で
も
二
里
岡

山
、
す
な
わ
ち
殿
中
期
の
も
の
と
共
通
す
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
が
、
他
に
も

中
原
の
股
中
期
の
文
化
要
素
が
印
交
軟
陶
を
伴
う
文
化
に
認
め
ら
れ
る
。
目
立

つ
例
を
あ
げ
る
と
、
南
京
安
懐
村
か
ら
は
股
中
期
の
特
徴
で
あ
る
饗
鍵
文
露
文

（
8
6
、
三
五
頁
）
の
や
や
崩
れ
た
も
の
が
出
て
お
り
（
7
6
、
図
三
、
6
）
、
二
里

岡
か
ら
出
た
「
陶
祖
」
　
（
1
0
、
図
版
一
四
、
1
）
と
同
じ
も
の
が
鎖
金
村
か
ら

出
（
5
8
、
図
版
四
、
1
8
）
、
股
中
期
に
伴
う
形
の
豆
（
8
6
、
三
六
頁
）
が
丹
徒
葛

村
に
あ
る
（
7
5
、
図
版
二
、
9
）
な
ど
で
あ
り
、
銅
泥
に
つ
い
て
も
歩
換
章
は

中
原
の
股
末
筆
初
の
も
の
に
比
し
て
い
る
が
、
同
じ
形
式
の
も
の
は
股
中
期
か

ら
既
に
あ
る
の
で
あ
る
（
5
6
、
五
九
頁
）
。
湖
北
黄
塁
審
家
所
か
ら
出
た
股
中
期

式
の
銅
器
（
8
2
）
、
は
、
無
理
解
か
ら
く
る
崩
れ
が
饗
結
文
に
認
め
ら
れ
、
こ
の

地
方
で
出
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
先
に
引
い
た
置
忘
村
の
霧
饗
文
印
文
に

も
並
行
の
現
象
が
あ
り
、
股
中
期
の
青
鋼
器
文
化
が
こ
の
地
方
に
伝
わ
っ
て
、

や
や
地
方
化
し
た
器
物
が
作
ら
れ
た
証
と
な
し
う
る
。
こ
の
銅
器
は
印
製
陶
の

遺
蹟
中
か
ら
出
て
い
る
が
、
遺
蹟
の
記
述
は
要
を
え
ず
、
両
者
の
関
係
は
明
か

に
し
難
い
。

　
長
江
流
域
に
及
ん
だ
中
原
の
股
文
化
が
、
古
く
股
中
期
文
化
、
す
な
わ
ち
前

十
四
世
紀
を
下
限
と
す
る
文
化
（
8
6
）
で
あ
る
こ
と
は
、
以
上
の
ご
と
く
明
か

で
あ
る
が
、
そ
の
実
年
代
は
多
少
の
ず
れ
を
み
て
も
、
歩
氏
の
ご
と
く
股
、
出

初
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
生
徒
聖
運
山
の
大
坑
、
そ
の
二
つ
の
附
葬
坑
は
、

踏
査
者
に
よ
り
、
深
さ
、
銅
器
の
形
か
ら
同
時
代
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
／
9
、

五
八
頁
）
。
大
序
か
ら
出
た
鐙
（
3
6
、
四
五
頁
）
と
附
葬
坑
二
の
鐸
（
同
、
四

六
頁
）
の
全
く
同
制
た
る
と
、
附
幽
霊
一
と
二
の
鼎
の
形
の
比
較
か
ら
、
こ
の

こ
と
は
確
認
さ
れ
よ
う
。
こ
の
一
括
銅
羅
の
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
地
方
出
来
か
、

ま
た
す
べ
て
同
時
代
の
も
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
は
周
匝
に
論
ず
る
紙
颪
の
余

裕
を
も
た
な
い
。
し
か
し
宜
侯
二
段
か
ら
年
代
の
一
点
が
西
周
前
期
で
あ
る
こ

と
は
誤
り
な
い
。
こ
の
中
の
爾
と
繁
文
陶
に
伴
う
叢
書
と
の
関
係
は
影
野
の
い

う
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
中
の
霊
（
1
9
、
図
版
五
）
は
中
原
に
み
な
い
独
特
な

形
で
あ
る
が
、
頸
の
文
様
（
7
8
、
附
図
　
、
1
1
）
は
や
は
り
西
周
前
期
の
も
の

を
模
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
盃
の
形
は
南
京
北
陰
陽
営
の
墓
地
か
ら

出
た
獣
頭
を
飾
っ
た
注
口
器
（
7
9
、
図
一
二
、
図
版
一
二
、
3
）
と
相
近
い
。

青
銅
で
こ
の
形
の
器
を
作
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
注
口
器
は
印
文
蓋
置
を

伴
う
文
化
層
に
属
す
る
灰
坑
が
破
壊
し
て
い
る
、
こ
れ
よ
り
一
つ
古
い
墓
地
贋

か
ら
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
墓
地
膚
と
印
文
軟
陶
の
出
る
暦
と
が
何
年
位
へ
だ
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た
っ
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
煙
徽
山
の
銅
扇
は
印
文
軟
陶
に
伴
う
も
の

と
共
通
、
益
は
も
う
一
つ
古
い
層
の
も
の
の
伝
統
を
襲
う
、
と
い
う
事
情
を
考

え
併
せ
る
と
、
印
文
軟
陶
を
伴
う
丈
化
は
西
周
前
期
を
そ
う
遡
り
え
な
い
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
中
原
の
股
中
期
の
文
化
は
、
何
百
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長
江
流
域
に

及
ん
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で
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う
。
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勝
社
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伴

う
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の
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る
印
丈
硬
陶
と
活
路
す
る
粕
陶
豆
が
、
前
記
の
ご
と
く
煙
激

山
回
坑
二
の
粕
陶
豆
と
殆
ん
ど
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
も
、
印
文
軟
陶
が
西
周

を
そ
う
古
く
遡
る
と
考
え
る
の
を
困
難
な
ら
し
め
る
根
拠
で
あ
る
。
歩
氏
の
引

く
印
文
軟
陶
を
伴
う
交
化
か
ら
出
る
羅
拝
を
模
し
た
石
文
は
、
胡
が
長
く
、
内

が
や
や
上
向
き
に
な
っ
て
い
て
春
秋
戦
国
の
も
の
に
近
い
。
ま
た
安
徽
浬
県
の
、

印
文
軟
陶
を
伴
う
文
化
か
ら
も
「
帯
玉
石
曳
」
が
出
て
い
る
（
6
3
）
。
胡
の
長
い

父
は
西
周
後
期
以
後
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
こ
の
文
化
が

東
周
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
或
い
は
歩
換
章
・
、
水
野
先
生

の
考
え
ら
れ
る
よ
り
や
や
新
し
く
、
西
周
、
東
周
前
期
位
と
い
っ
た
方
が
よ
い

か
も
し
れ
な
い
。

　
遺
蹟
の
層
位
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
遺
物
を
記
述
す
る
際
に
は
そ
の
各
層

へ
の
帰
属
を
一
切
閨
記
す
る
こ
と
を
し
な
い
中
国
人
考
古
学
奢
の
奇
妙
な
風
習

に
妨
げ
ら
れ
、
当
然
も
つ
と
明
瞭
に
わ
か
っ
て
来
て
よ
い
は
ず
の
印
文
陶
の
問

題
も
、
今
は
こ
の
程
度
以
上
に
は
わ
か
っ
て
い
、
な
い
。
報
告
謬
記
述
形
式
の
改

善
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
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一
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年
五
月
）
。
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